
史料名 時代 作者　伝承 員数

国宝　太刀銘為次（狐ヶ崎） 鎌倉時代初期 青江為次作 １口

展示期間　10月2日～11月30日

◇吉川広家像 江戸時代初期 江月宗玩賛 1幅

番号 史料名 時代 作者　伝承 員数

◎ 1 毛利輝元自筆一字状 天正15年 吉川広家宛 １通

◎ 2 後陽成天皇口宣案 天正16年 １通

◎ 3 夢想連歌 天正16年 里村紹巴筆 １幅

◎ 4 聚楽亭観月和歌会和歌

◎ 5 豊臣秀長書状 天正16年 吉川広家宛 １通

◎ 6 豊臣秀吉朱印状 天正18年 小早川隆景　吉川広家宛 １通

◎ 7 宇喜多秀家書状 天正１９年 吉川広家宛 １通

第二章　吉川広家　日山城主から出雲富田城主となる（天正１９年）

◎ 8 豊臣秀吉検地知行物並目録写 １通

◎ 9 黒田孝高自筆書状 天正19年 吉川広家宛 １通

◎ 10 豊臣秀吉禁制 天正20年正月 １通

◎ 11 豊臣秀次掟書 天正20年正月 吉川広家宛 １通

○ 12 刀（振分髪） 鎌倉時代末期 伝　広光作 1口

○ 13 一文字吉家太刀 鎌倉時代末期 豊臣秀吉の遺品 1口

14 刀 室町時代 伝　直綱作 1口

15 三巴具足 桃山時代 吉川広家所用 1領

16 豊臣秀吉像 江戸時代初期 1幅

◎ 17 宇喜多秀家外十六名連署契状 文禄２年 １通

◎ 18 豊臣秀吉朱印状 文禄2年 吉川広家宛 １通

◎ 19 藤堂高虎書状 文禄4年 吉川広家宛 １通

◎ 20 安国寺恵瓊福原広俊連署奉書 文禄5年 吉川広家宛 １通

◎ 21 吉川広家自筆書状 文禄5年 祖式長好宛 １通

◎ 22 杵築大社奉納冕蔽者 慶長2年 1幅

◎ 23 毛利輝元自筆書状 慶長3年 吉川広家宛 １通

24 蒲の頭馬印 吉川広家所用 1頭

25 婆々羅馬印(鏡・柄） 室町時代末期 加藤清正より贈与品

26 婆々羅馬印(鏡） 吉川広家所用

27 吉川家譜 １冊

第五章　美術工芸品

◇ 28 大肩衝茶入 明時代 豊臣秀吉より拝領品 1個

◇ 29 千利休書状 吉川広家宛 １幅

30 芦屋（如水）釜 室町時代 黒田如水より贈与品 1個

31 天正大判 3枚

32 能管 吉川広家所用 1筒

33 笛の書 吉川広家筆 3冊

鳥取岩国姉妹都市縁組30周年記念

34 唐金釣花入 室町時代 吉川元春へ献上品 1個

◎ 35 吉川経家自筆書状 天正9年10月25日 吉川経安宛 1通

◎ 36 吉川経家書状 天正9年10月２５日 経家の子供宛 1通

◎…国指定重要文化財　　　　　○…重要美術品　　　　　　　◇…岩国市指定文化財

吉川広家公没後400年記念　開館30周年記念展　第二期　広家と秀吉　　展示品目録　

　展示期間　　令和7年９月6日(土)～令和７年11月30日(日）　　　吉川史料館

第一章　家督相続後

　　　　　

特別展示

特別展示

第三章　吉川広家ゆかりの品

第四章　富田城主時代　

修理報告

　　　展示期間　10月23日～10月28日　　 11月13日～11月18日

◎二大字「以徹」吉川元長筆（1幅）、◎吉川家什書（1巻）

　　　展示期間　10月23日～10月28日　　 11月13日～11月18日


